ミトコンドリア由来活性酸素と胃がん by 田村 磨聖










   
論  文  概  要 (Thesis Abstract) 
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一方、RGM および RGK 由来の活性酸素を EPR により測定した結果、EPR シグナルピークの
高い順に RGK、RGK-MnSOD、RGMであった。また、ラッフリング頻度、Wound healing assay、
浸潤能の結果は、EPRシグナルピークの測定結果と同じ順であった。 
 









を支持する結果であった。RGM に比べて RGK の方が活性酸素をより多く産生していること、そ
の差は MnSOD の恒常発現により低減することから、RGK ではミトコンドリア由来の活性酸素産
生が増加していると示唆された。 
以上の事から、食塩やエタノールは胃がんや肝臓がんの発癌リスクとして有名であるが、ミトコ
ンドリア由来の活性酸素産生を誘導する環境因子として働き、がんに対して同様の活性酸素誘導に
よりがんの悪性化を促進する可能性がある。また、がん化した細胞では活性酸素の産生量が亢進し
ているため、活性酸素増加に伴い誘導される血中因子をがんマーカーとして使用できると考えられ
る。 
  
結論： 食塩やエタノールはミトコンドリア由来の活性酸素産生を誘導する環境因子であり、がん
悪性化を促進する可能性が示唆された。 
 
